
単体レバレッジ比率の構成に関する開示　（三菱UFJ信託銀行） （単位：百万円、％）

国際様式
 （表　1）
の該当番
号

項　　　目 2019年6月末 2019年3月末

 オン・バランス資産の額

調整項目控除前のオン・バランス資産の額 30,190,741 33,219,097

1a  1 貸借対照表における総資産の額 30,784,437 33,711,092

1b  3 貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資産の
額  （△）

593,695 491,995

 7 Tier1 資本に係る調整項目の額  （△） 305,593 291,544

オン・バランス資産の額                                                                    （イ） 29,885,148 32,927,553

 デリバティブ取引等に関する額

デリバティブ取引等に関するRCの額に1.4 を乗じた額 -                       -                       

デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 157,191 94,856

デリバティブ取引等に関するPFE の額に1.4を乗じた額 -                       -                       

デリバティブ取引等に関するアドオンの額 323,154 294,115

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 79,759 87,243

貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して差し入れ
た担保の対価の額

-                       -                       

貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現金で差
し入れた証拠金の対価の額

-                       -                       

デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価の額
のうち控除する額  （△）

72,490 39,434

清算会員である銀行が補償を義務付けられていない顧客とのトレード・エ
クスポージャーの額  （△）

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後想
定元本の額

-                       -                       

クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整後想
定元本の額から控除した額 （△）

-                       -                       

 4 デリバティブ取引等に関する額                                                       （ロ） 487,614 436,781

 レポ取引等に関する額

レポ取引等に関する資産の額 204,740 169,641

レポ取引等に関する資産の額から控除した額 （△） -                       -                       

レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポージャーの額 224,407 296,879

代理取引のエクスポージャーの額

 5 レポ取引等に関する額                                                                    （ハ） 429,147 466,521

 オフ・バランス取引に関する額

オフ・バランス取引の想定元本の額 1,237,493 1,222,636

オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額 （△） 641,387 670,679

 6 オフ・バランス取引に関する額                                                         （ニ） 596,106 551,956

 単体レバレッジ比率

資本の額                                                                                           （ホ） 1,941,692 1,911,237

 8 総エクスポージャーの額 （（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ））                    　（へ） 31,398,017 34,382,812

単体レバレッジ比率 （（ホ）／（へ）） 6.18% 5.55%

2019年3月末の単体レバレッジ比率との間に著しい差異を生じた原因　（三菱ＵＦＪ信託銀行）

単体レバレッジ比率の上昇は、現金預け金を中心としたオン・バランス資産の減少に伴う総エクスポージャーの額の減少によるもの。
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